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夏
季
の
節
電

協
力
し
て
く
だ
さ
い

　
夏
は
冷
房
の
使
用
な
ど
で
、
電
力

需
要
が
高
ま
る
季
節
で
す
。
電
気
の

使
用
量
を
抑
え
る
こ
と
を
意
識
し
て
、

家
電
製
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
予
防
の
た
め
に
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
機
会
が
増
え
、
熱
中
症
の
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
健
康
状
態

に
注
意
し
な
が
ら
節
電
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
の
節
電
ポ
イ
ン
ト

エ
ア
コ
ン

●
よ
し
ず
、
カ
ー
テ
ン
、
ブ
ラ
イ
ン

ド
な
ど
で
外
か
ら
の
熱
を
遮
る
工

夫
を
す
る
。

●
室
温
は
28
℃
に
な
る
よ
う
心
掛
け

る
。

●
扇
風
機
を
併
用
す
る
。

●
窓
を
開
け
る
な
ど
、
無
理
の
な
い

範
囲
で
使
用
を
控
え
る
。

●
フ
ィ
ル
タ
ー
を
小
ま
め
に
掃
除
す

る
。

冷
蔵
庫

●
食
品
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い
。

●
扉
の
開
け
閉
め
は
最
小
限
に
す
る
。

照
明
・
そ
の
他
の
電
気

●
照
明
は
小
ま
め
に
消
す
。

●
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
交
換
す
る
。

●
長
時
間
使
用
し
な
い
機
器
は
、
プ

ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
。

問
環
境
課
環
境
政
策
班（
☎
62
‐
５

３
２
８
）

合
同
金
婚
式
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

結
婚
50
周
年
の
記
念

日
時
／
10
月
28
日
（木）　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
45
分

場
所
／
い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン

タ
ー　

対
象
／
市
内
在
住
で
、
昭
和
46
年
9

月
1
日
か
ら
昭
和
47
年
8
月
31
日
ま

で
の
期
間
に
結
婚（
事
実
婚
を
含
む
）

し
た
夫
婦

申
込
期
限
／
8
月
31
日
（火）

問
旭
市
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
57

‐
５
５
７
７
）、
市
社
会
福
祉
課
社

会
班（
☎
62
‐
５
３
１
７
）

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

（
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
）の
発
行

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
海
外
渡
航
を
予
定
し
て
い
る
人
に
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
を
発
行
し
ま

す
。

申
請
方
法
／
窓
口
に
提
出
す
る
か
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
※
郵
送
の
場
合

は
、
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
／
①
申
請
書（
市
民
生
活

課
の
窓
口
で
取
得
す
る
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）　　

②
旅
券　
③
接
種
券（
接
種
済
証
）ま

た
は
接
種
記
録
書

※
郵
送
の
場
合
は
、
②
・
③
は
写
し

可
※
③
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
分
か
る
書
類
か
、
住
所

が
記
載
さ
れ
た
本
人
確
認
書
類

提
出
先
／
〒
2
8
9
‐
2
5
9
5　

旭
市
ニ
の
2
1
3
2　
市
民
生
活
課

管
理
班

問
健
康
づ
く
り
課
庶
務
企
画
班（
☎

63
‐
8
8
3
1
）

今月の納期

納
期
限
は
８
月
31
日
（火）
で
す

※
国
民
年
金
保
険
料
は
毎
月
納
付
で
す
。

◆
市
県
民
税　
第
２
期

◆
国
民
健
康
保
険
税　
第
３
期

◆
介
護
保
険
料　
第
３
期

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
第
２
期

　昭和31年に中央小の教諭に着任され、平
成６年に退職するまでの38年にわたり、児
童教育や教職員の育成に尽力されました。滝
郷小校長に補された際には、児童それぞれに
応じた柔軟な学習支援を実施し、個性を伸長
する教育を推進しました。このことが評価さ
れ、同校は県教育委員会から特別活動研究校
に指定されるなど、学校教育の進展に大きく
貢献されました。

瑞宝双光章
［高齢者叙勲］

教育功労
飯田亮

りょう

三
ぞう

さん　88歳（ロ）

叙勲

議会に報告された寄付

新庁舎竣工記念として
伊藤和則、椎名保、株式会社奥村組、阿部建設株式会社／
金屏風二曲一双（900万円相当）
旭ライオンズクラブ／ＦＭ電波時計壁掛型１台および両面
ポール型ソーラー式時計１台（150万円相当）
旭ロータリークラブ／石造ベンチ３基（80万円相当）
防災用備品として
特殊技研金属株式会社／蓄電器４台（280万円相当）
旭市学校給食センターの学校給食賄材料として
旭市養豚推進協議会／豚肉288㎏（32万円相当）
市内小中学校の学校用備品として
公益社団法人銚子法人会／自動体温検温器20台（58万5,000
円相当）
一中の学校用備品として
鈴木康生／棒高跳び用具一式（100万円相当）
新型コロナウイルス感染症対策のため
株式会社髙野縫製／医療用ガウン2,900着（232万円相当）
中央第二保育所の保育所用備品として
くらしあ株式会社イエステーション旭店／遊具２台（29万
7,000円相当）

※敬称略、順不同

広報あさひ　2021.8.1 4

笑顔のトーチキス


